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第１ 趣旨

この要領は、国立研究開発法人森林研究･整備機構森林総合研究所林木育種センターが行う成

体（個体）、種子及び花粉の林木遺伝資源の特性評価をより効率的かつ効果的に推進するため、

その特性評価及び特性調査の方法についての必要な事項を定めるものとする。

第２ 特性調査及び特性評価の対象形質

特性調査及び特性評価の対象形質については、次の特性調査及び特性評価の対象形質の目安表

に基づき、樹種や林木遺伝資源の種類（以下「遺伝資源の種類」という。）ごとに特性評価の重

要度や優先度を勘案して必要と考えられる形質をその対象とする。

なお、一次特性、二次特性及び三次特性欄のそれぞれに掲げる特性評価形質の「その他」の形

質については、育種基本区や樹種、遺伝資源の種類ごとにその特性評価形質の重要度や調査デー

タの蓄積の状況を勘案して、必要と考えられる形質を特性調査及び特性評価の対象とする。

特性調査及び特性評価の対象形質の目安表

成 体
特性評価形質 種子･花粉

ｽｷﾞ属 ﾋﾉｷ属 ﾏﾂ属 ｶﾗﾏﾂ属 ﾓﾐ属 ﾄｳﾋ属 その他 広葉樹
針葉樹

一 樹姿 樹体の形状 ● ● ● ● ● ● ● ●
次 樹幹の形状 ● ● ● ● ● ● ● ●
特 分岐高 ○
性 樹冠の形状 ● ● ● ● ● ● ●

樹冠の大きさ ●
樹皮 樹皮厚 ● ● ● ● ○ ○

樹皮の亀裂紋様 ● ● ● ● ● ●
枝の太さ ● ● ● ● ○ ○

枝条 枝の長さ ● ● ● ● ○ ○
枝の岐出角 ● ● ● ● ○ ○ ●
枝の密度 ● ● ● ● ○ ○

種子 千粒重 ● ● ● ● ○ ○ ○
葉 紅葉色 ●
その他 その他 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

二 自然落枝性 生枝下高 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
次 着花性 雌花着花量 ● ● ● ● ● ●
特 雄花着花量 ● ● ● ● ● ●
性 GA3感受性(雌) ● ●

GA3感受性(雄) ● ●
種子 球果当たり種子数 ● ● ● ● ○ ○

精選率 ○ ○ ○ ○ ○ ○
発芽率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

花粉 発芽率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ぼう芽性 幹のぼう芽性 ●
開葉時期 開葉時期 ○
さし木 さし木発根率 ○
その他 その他 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

三 成長形 樹高 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
次 質群 胸高直径 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特 材質形 幹曲がり ● ● ● ● ● ●
性 質群 根元曲がり ● ● ● ● ● ●

幹の完満性(形状比) ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
真円性 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
材色 ● ●
ヤング係数 ●
容積密度数 ●
繊維傾斜度(最大） ●
繊維傾斜度(平均） ●

その他 その他 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

注：●は絶対評価によるもの、○は相対評価によるもの、◇は一般に行われている方法によるもの。



第３ 特性調査の個体数と特性評価の単位

特性調査における１系統当たりの調査個体数については、可能な限り多いことが特性評価結果

の信頼性を高めることとなるので、クローンの場合には３個体程度以上、実生家系の場合には５

個体程度以上を有するものについて、特性調査の対象とする。

樹高や胸高直径など相対評価による特性評価を行わざるを得ない評価形質については、特性評

価の対象とする１集団を構成する系統数は原則として３０程度以上のものを対象とする。

特性調査データの蓄積に対応して、育種基本区ごとに樹種や遺伝資源の種類などごとに特性評

価を行い、その評価結果を取りまとめて林木遺伝資源特性表（以下「特性表」という。）を作成

するものとする。

第４ 特性調査と特性評価の方法の記録

特性表においては、その利便性の確保のため、特性調査と特性評価の方法を明らかにするもの

とする。このため、特性調査時においては、以下の項目について野帳等に記録しておくものとす

る。

調査者氏名、調査年月日、調査地（育種場、地番等）、調査対象系統名（系統名、クロー

ン・実生の別、樹齢）、調査方法（目測・測定の別、本要領に定められた以外の方法によ

って調査した場合はその調査方法）及び本要領で付記することが定められている事項

特性調査の方法については、測定又は観察による方法を規定しているが、観察とされる場合に

あっても、間伐された個体などを対象に容易に測定が可能な場合には、調査方法は測定によるこ

とができるものとする。

第５ 形質ごとの特性調査及び特性評価の方法

１ 一次特性

（１）樹姿

ア 樹体の形状

（ア）特性調査

樹体の形状を観察し図－１の４区分のいずれかにあてはめ、表－１に該当する指数を決

定する。クローン又は家系（以下「系統」という。）内で最も頻度の高い指数を当該系統

の代表値とする。

図－１ 樹体の形状の区分



表－１ 樹体の形状の指数区分

指 数 ２ ３ ４ ５

樹体の形状 矮 性 匍匐状 枝垂状 通 常

（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

指 数 ２ ３ ４ ５

評 価 矮 性 ほふく状 しだれ状 通 常

イ 樹幹の形状

（ア）特性調査

樹幹の形状を観察し、図－２の３区分のいずれかにあてはめ、表－２に該当する指数を

決定する。系統内で最も頻度の高い指数を当該系統の代表値とする。

図－２ 樹幹の形状の区分

表－２ 樹幹の形状の指数区分

指 数 １ ３ ５

樹体の形状 株立状 分幹状 単幹状

（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

指 数 １ ３ ５

評 価 株立ち 幹分れ 単 幹

ウ 分岐高

（ア）特性調査

地際から幹が分岐している箇所までの高さを１０ｃｍ単位で測定し、以下の式で計算し

た個体ごとの値を用いてさらに系統内で平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

［分岐高の樹高に対する比］＝［地際から幹が分岐している箇所までの高さ］／［樹高］



（イ）特性評価

以下の式で計算した値（以下「偏差」という。）を次の表にあてはめて５段階の相対評

価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に低い 低 い ふつう 高 い 非常に高い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ未満 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

表中の「σ」は系統代表値の標準偏差である（以降の表中の「σ」も同様である。）。

エ 樹冠の形状

（ア）特性調査

樹冠の形状を観察し、スギ属、マツ属、カラマツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては図

－３、ヒノキ属にあっては図－４の各区分のいずれかにあてはめ、スギ属、マツ属、カラ

マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては表－３、ヒノキ属にあっては表－４に該当する指

数を個体ごとに決定し、系統内で最も頻度の高い指数を当該系統の代表値とする。

図－３ スギ属、マツ属、カラマツ属、モミ属及びトウヒ属の樹冠の形状の区分

表－３ スギ属、マツ属、カラマツ属、モミ属及び

トウヒ属の樹冠の形状の指数区分

観 察 傘 状 半球状 放物状 円錐状 円筒状

指 数 １ ２ ３ ４ ５

図－４ ヒノキ属の樹冠の形状の区分



表－４ ヒノキ属の樹冠の形状の指数区分

観 察 杯 状 円盤状 球 状 円錐状 円筒状

指 数 １ ２ ３ ４ ５

（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

指 数 １ ２ ３ ４ ５
樹 種

スギ属 傘 状 半球状 放物状 円錐状 円筒状

ヒノキ属 杯 状 円盤状 球 状 円錐状 円筒状

マツ属 傘 状 半球状 放物状 円錐状 円筒状

カラマツ属 傘 状 半球状 放物状 円錐状 円筒状

モミ属 傘 状 半球状 放物状 円錐状 円筒状

トウヒ属 傘 状 半球状 放物状 円錐状 円筒状

オ 樹冠の大きさ

（ア）特性調査

ケヤキ属にあっては樹齢５～１０年程度を対象とする。樹幹根元の中心から、斜面方向

に対して上下及び左右の枝の先端までの長さを cm 単位で測定を行い、２つの測定値の和

を２で除して、樹冠の幅を求める。これを樹高で除した値を用いて系統内平均値を計算し、

当該系統の代表値とする。

（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に狭い 狭い 普通 広い 非常に広い

樹 種 （１） （２） （３） （４） （５）

ケヤキ 0.20未満 0.20以上0.35未満 0.35以上0.50未満 0.50以上0.65未満 0.65以上

（２）樹皮

ア 樹皮厚

（ア）特性調査

樹齢２０～３０年生程度の個体を対象とする。

樹幹胸高部位（１．２ｍ高）の南側３箇所でポンチで打ち抜いた３枚の樹皮について測

定を行う。先ず、樹皮全体の厚さをマイクロメーターで０．１ｍｍ単位で測定する。次に

外樹皮を除去して内樹皮の厚さを同様に測定する。樹皮全体の厚さから内樹皮の厚さを差

し引いて外樹皮の厚さを計算する。内樹皮の厚さの測定値及び計算で求めた外樹皮の厚さ

の値について個体ごとに以下の式で計算した値を用いて内樹皮、外樹皮ごとに個体内の平

均値を計算する。さらに系統内で内樹皮、外樹皮ごとに平均値を計算し、当該系統の代表

値とする。



［内樹皮の胸高直径に対する比］＝［内樹皮の厚さ］／［胸高直径］×１００

［外樹皮の胸高直径に対する比］＝［外樹皮の厚さ］／［胸高直径］×１００

（イ）特性評価

内樹皮：当該系統の代表値をスギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあっては次

の表に当てはめて評価を行う。

評 価 非常に薄い 薄 い ふつう 厚 い 非常に厚い

樹 種 （５） （４） （３） （２） （１）

スギ属 0.4未満 0.4以上0.7未満 0.7以上1.0未満 1.0以上1.3未満 1.3以上

ヒノキ属 0.5未満 0.5以上1.1未満 1.1以上1.7未満 1.7以上2.3未満 2.3以上

マツ属 0.6未満 0.6以上1.0未満 1.0以上1.5未満 1.5以上2.0未満 2.0以上

カラマツ属 0.3未満 0.3以上0.5未満 0.5以上0.7未満 0.7以上0.9未満 0.9以上

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に薄い 薄 い ふつう 厚 い 非常に厚い

偏 差 （５） （４） （３） （２） （１）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ未満 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

外樹皮：スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあっては当該系統の代表値を次の

表にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に薄い 薄 い ふつう 厚 い 非常に厚い

樹 種 （５） （４） （３） （ ２） （１）

スギ属 0.7未満 0.7以上1.2未満 1.2以上1.6未満 1.6以上2.0未満 2.0以上

ヒノキ属 1.0未満 1.0以上2.0未満 2.0以上3.0未満 3.0以上4.0未満 4.0以上

マツ属 1.5未満 1.5以上2.2未満 2.2以上2.9未満 2.9以上3.6未満 3.6以上

カ ラ マ ツ 1.5未満 1.5以上1.9未満 1.9以上2.4未満 2.4以上2.8未満 2.8以上

属

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］



評 価 非常に薄い 薄 い ふつう 厚 い 非常に厚い

偏 差 （５） （４） （３） （２） （１）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

イ 樹皮の亀裂紋様

（ア）特性調査

樹齢３０年程度の壮齢木の胸高部位の上・下各１ｍの範囲の樹皮の状態を観察し、スギ

属にあっては図－５、ヒノキ属にあっては図－６、マツ属にあっては図－７、カラマツ属

にあっては図－８、モミ属及びトウヒ属にあっては図－９の各区分のいずれかにあてはめ

る。次に、スギ属にあっては表－５、ヒノキ属にあっては表－６、マツ属にあっては表－

７、カラマツ属にあっては表－８、モミ属及びトウヒ属にあっては表－９に該当する指数

を個体ごとに決定する。系統内で最も頻度の高い指数を当該系統の代表値とする。

指数２ 指数３ 指数４ 指数５

網肌 流れ肌 桧肌 松肌

溝の発達は少ないが網目状 粗皮の割裂は網目状でな やや広く縦列して、薄く 亀甲状の鱗片に剥がれ

になっており、薄い皮が剥 く左右に流れる形で、 て長い裂片に剥がれるも るもの

離するもの 容易に長く剥がれるもの の

図－５ スギ属の樹皮の亀裂紋様

表－５ スギ属の樹皮の亀裂紋様の指数区分
指 数

２ ３ ４ ５

亀裂紋様

区 分 網 肌 流れ肌 桧 肌 松 肌



指数１ 指数２ 指数３ 指数４ 指数５

栗肌 網肌 流れ肌 桧肌 松肌
外見上平滑に見え 溝の発達は少ないが 粗皮の割裂は網目 やや広く縦列して、 亀甲状の鱗片に剥が

るもので、幼齢時 網目状になって薄い 状でなく左右に流 薄くて長い裂片に剥 れるもの

のクリの樹皮に似 皮が剥離するもの れる形で容易に長 がれるもの

たもの く剥がれるもの

図－６ ヒノキ属の樹皮の亀裂紋様

表－６ ヒノキ属の樹皮の亀裂紋様の指数区分

指 数
１ ２ ３ ４ ５

亀裂紋様

区 分 栗 肌 網 肌 流れ肌 桧 肌 松 肌

指数１ 指数２ 指数３ 指数４ 指数５

平滑 網肌 亀甲肌 荒皮肌 縦列肌
粗皮が薄く、外見 粗皮の発達は少ない 縦に深い溝が発達し 厚い粗皮が剥離す 縦に極めて深い溝が

上平滑に見えるもの が網目状になってお 亀甲状になっている るもの 発達しているもの

り、薄い皮が剥離す もの

るもの

図－７ マツ属の樹皮の亀裂紋様

表－７ マツ属の樹皮の亀裂紋様の指数区分

指 数 １ ２ ３ ４ ５
亀裂紋様

区 分 平 滑 網 肌 亀甲肌 荒皮肌 縦裂肌



指数１ 指数３ 指数５

平滑 細かい 短冊状
粗皮が薄く、外見上平滑に見え 網目状に薄い皮が剥離するもの 樹皮が短冊状に剥がれるもの

るもの

図－８ カラマツ属の樹皮の亀裂紋様

表－８ カラマツ属の樹皮の亀裂紋様の指数区分

指 数 １ ３ ５
亀裂紋様

区 分 平 滑 細かい 短冊状

指数１ 指数３ 指数５

平滑 やや粗 粗
外見上平滑に見えるもの 粗皮に割裂が若干見られるもの 粗皮に割裂が発達しているもの

図－９ モミ属及びトウヒ属の樹皮の亀裂紋様

表－９ モミ属及びトウヒ属の樹皮の亀裂紋様の指数区分

指 数
１ ３ ５

亀裂紋様

区 分 平 滑 やや粗 粗



（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

代表値 １ ２ ３ ４ ５
樹 種

スギ属 網 肌 流れ肌 桧 肌 松 肌

ヒノキ属 栗 肌 網 肌 流れ肌 桧 肌 松 肌

マツ属 平 滑 網 肌 亀甲肌 荒皮肌 縦裂肌

カラマツ属 平 滑 細かい 短冊状

モミ属 平 滑 やや粗 粗

トウヒ属 平 滑 やや粗 粗

（３）枝条

ア 枝の太さ

（ア）特性調査

観察又は測定による。樹齢１５～２５年生程度の個体を対象とする。また、間伐時等に

も調査する。野帳に植え付け密度を記入する。

観察：スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては力枝より上の１ｍ幹長範囲内の中庸

な枝３本の中から平均的な太さの枝１本を、マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては力枝

の属する輪生枝の中庸な３本の枝の中から平均的な太さの枝１本を選ぶ。選んだ枝につい

て、枝元径の枝岐出部の幹の太さに対する割合を１０％単位で目測する。目測した値を用

いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

測定：スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては力枝より上の１ｍ幹長範囲内の中庸

な太さの枝３本、マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては力枝が属する輪生枝の中庸な太

さの枝３本を選び測定の対象とする。対象とする枝の枝元径及び枝岐出部の幹径を１ｃｍ

単位で測定し、次の式で計算した値を用いて個体内の平均値を計算する。さらに系統内の

平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

［枝の太さの幹の太さに対する比］＝｛［枝元径］／［岐出部幹径］｝×１００

（イ）特性評価

以下により評価を行うとともに、植え付け密度を付記する。

代表値を観察により求めた場合は、スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあって

は当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 細 い ふ つ う 太 い

樹 種 （５） （３） （１）

スギ属 15％未満 15％以上30％未満 30％以上

ヒノキ属 20％未満 20％以上35％未満 35％以上

マツ属 25％未満 25％以上40％未満 40％以上

カラマツ属 20％未満 20％以上35％未満 35％以上



モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて３段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 細 い ふ つ う 太 い

偏 差 （５） （３） （１）

区 分 -0.5σ未満 -0.5σ以上+0.5σ未満 +0.5σ以上

代表値を測定により求めた場合は、スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあって

は当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に細い 細 い ふ つ う 太 い 非常に太い

樹 種 （５） （４） （３） （２） （１）

スギ属 15%未満 15%以上20%未満 20%以上25%未満 25％以上30％未満 30%以上

ヒノキ属 20%未満 20%以上25%未満 25％以上 30％未満 30％以上35％未満 35%以上

マツ属 25%未満 25%以上30%未満 30％以上 35％未満 35％以上40％未満 40%以上

カラマツ属 20%未満 20%以上25%未満 25％以上30％未満 30％以上35％未満 35%以上

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に細い 細 い ふ つ う 太 い 非常に太い

偏 差 （５） （４） （３） （２） （１）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満



イ 枝の長さ

（ア）特性調査

観察又は測定による。樹齢１５～２５年生程度の個体を対象とする。また、間伐時等に

も調査する。

観察：スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては力枝より上の１ｍ幹長範囲内の中庸

な太さの枝３本から平均的な太さの枝１本を、マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては力

枝が属する輪生枝の中庸な太さの枝３本から平均的な太さの枝１本を選ぶ。選んだ枝につ

いて樹高に対する枝の長さの割合を１０％単位で目測する。目測した値を用いて系統内の

平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

測定：スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては力枝より上の１ｍ幹長範囲内の中庸

な太さの枝３本を、マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては力枝が属する輪生枝の中庸な

太さの枝３本を測定の対象とする。対象とする枝の長さを１ｃｍ単位で測定し、以下の式

で計算した値を用いて、個体内の平均値を計算する。さらに個体内の平均値を用いて計算

した系統内の平均値を当該系統の代表値とする。

［枝の長さの樹高に対する比］＝｛［枝の長さ］／［樹高］｝×１００％

（イ）特性評価

以下により評価を行うとともに、植え付け密度を付記する。

代表値を観察により求めた場合は、スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあって

は、当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 短 い ふ つ う 長 い

樹 種 （５） （３） （１）

スギ属 10.0％未満 10.0％以上17.5％未満 17.5％以上

ヒノキ属 15.0％未満 15.0％以上30.0％未満 30.0％以上

マツ属 15.0％未満 15.0％以上30.0％未満 30.0％以上

カラマツ属 12.5％未満 12.5％以上27.5％未満 27.5％以上

モミ属及びトウヒ属にあっては、以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて３段階

の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 短 い ふ つ う 長 い

偏 差 （５） （３） （１）

区 分 -0.5σ未満 -0.5σ以上+0.5σ未満 +0.5σ以上



代表値を測定により求めた場合は、スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあって

は、当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に短い 短 い ふ つ う 長 い 非常に長い

樹 種 （５） （４） （３） （２） （１）

スギ属 10.0％未満 10.0％以上 12.5％以上 15.0％以上 17.5％以上
12.5％未満 15.0％未満 17.5％未満

ヒノキ属 15.0％未満
15.0％以上 20.0％以上 25.0％以上

30.0％以上
20.0％未満 25.0％未満 30.0％未満

マツ属 15.0％未満 15.0％以上 20.0％以上 25.0％以上 30.0％以上
20.0％未満 25.0％未満 30.0％未満

カラマツ属 12.5％未満
12.5％以上 17.5％以上 22.5％以上

27.5％以上
17.5％未満 22.5％未満 27.5％未満

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に短い 短 い ふ つ う 長 い 非常に長い

偏 差 （５） （４） （３） （２） （１）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

ウ 枝の岐出角

（ア）特性調査

観察又は測定による。スギ属、ヒノキ属、マツ属、カラマツ属、モミ属及びトウヒ属に

あっては樹齢１５～２５年生程度の個体を対象とする。また、間伐時等にも調査する。ケ

ヤキ属及びシイ属にあっては樹齢５年～１０年程度を対象とする。

観察：スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては力枝より上の１ｍ幹長範囲内の中庸

な太さの３本の枝の中から平均的な太さの枝１本を、マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっ

ては力枝が属する輪生枝の中庸な太さの枝３本の中から、平均的な太さの枝１本を選ぶ。

選んだ枝と幹との着生位置を起点として幹と枝のなす上側角度（着生角度）を１０°単位

で目測する。目測した値を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

測定：スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては、力枝以上１ｍ幹長範囲内の中庸な

太さの枝３本を、マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては力枝が属する輪生枝の中庸な太

さの枝３本を測定の対象とする。ケヤキ属及びシイ属にあっては比較的太く岐出角が平均

的な枝３本を測定の対象とする。幹と対象とする枝との着生角度を１°単位で測定し、そ

の個体内の平均値を計算する。さらに個体内の平均値を用いて系統内の平均値を計算し、

当該系統の代表値とする。



（イ）特性評価

以下により評価を行とともに、植え付け密度を付記する。

代表値を観察によって求めた場合はスギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあって

は当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 狭 い ふ つ う 広 い

樹 種 （１） （３） （５）

スギ属 65°未満 65°以上85°未満 85°以上

ヒノキ属 55°未満 55°以上75°未満 75°以上

マツ属 55°未満 55°以上75°未満 75°以上

カラマツ属 60°未満 60°以上80°未満 80°以上

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて３段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 狭 い ふ つ う 広 い

偏 差 （１） （３） （５）

区 分 -0.5σ未満 -0.5σ以上+0.5σ未満 +0.5σ以上

代表値を測定により求めた場合は、スギ属、ヒノキ属、マツ属、カラマツ属、ケヤキ属

及びシイ属にあっては当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に狭い 狭 い ふ つ う 広 い 非常に広い

樹 種 （１） （２） （３） （４） （５）

スギ属 65°未満 65°以上70°未満 70°以上80°未満 80°以上85°未満 85°以上

ヒノキ属 55°未満 55°以上65°未満 65°以上70°未満 70°以上75°未満 75°以上

マツ属 55°未満 55°以上65°未満 65°以上70°未満 70°以上75°未満 75°以上

カラマツ属 60°未満 60°以上65°未満 65°以上75°未満 75°以上80°未満 80°以上

ケヤキ属 30°未満 30°以上40°未満 40°以上50°未満 50°以上60°未満 60°以上

シイ属 40°未満 40°以上45°未満 45°以上50°未満 50°以上55°未満 55°以上

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に狭い 狭 い ふ つ う 広 い 非常に広い

偏 差 （１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満



エ 枝の密度

（ア）特性調査

樹齢１５～２５年生の個体を対象とする。また、間伐時等にも調査する。

スギ属、ヒノキ属及びカラマツ属にあっては力枝より上の１ｍ幹長範囲内のすべての枝、

マツ属、モミ属及びトウヒ属にあっては力枝の属する輪生枝のすべて枝の数を個体ごとに

数える。個体ごとの値を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

（イ）特性評価

以下により評価を行とともに、植え付け密度を付記する。

スギ属及びヒノキ属にあっては５段階評価とし、当該系統の代表値を次の表にあてはめ

て評価を行う。

評価 非常に疎 疎 ふ つ う 密 非常に密

樹種 （５） （４） （３） （２） （１）

スギ属 ５本未満 ５本以上９本未満 ９本以上１２本未満 １２本以上１６本未満 １６本以上

ヒノキ属 ８本未満 ８本以上１１本未満 １１本以上１４本未満 １４本以上１７本未満 １７本以上

マツ属及びカラマツ属にあっては３段階評価とし、当該系統の代表値を次の表にあては

めて評価を行う。

評 価 疎 ふ つ う 密

樹 種 （５） （３） （１）

マツ属 ４本未満 ４本以上５本未満 ５本以上

カラマツ属 ２本未満 ２本以上３本未満 ３本以上

モミ属及びトウヒ属にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の

相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に疎 疎 ふ つ う 密 非常に密

偏 差 （５） （４） （３） （２） （１）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満



（４）種子

ア 千粒重

（ア）特性調査

純正種子（「二次特性（３）種子ア球果当たり種子数」を参照。）をよく攪拌し、無作為

に種子１００粒を取り出し（３反復が望ましい）、種子の重さを０．０１ｇ単位で測定し、

その値を１０倍する。反復をもうけない場合は測定値を１０倍した値を当該系統の代表値

とする。反復を設けた場合は反復内の平均値を計算し当該系統の代表値とする。

（イ）特性評価

以下により評価を行とともに、ジベレリン処理又は自然着果の別、種子の生産地（採種

園、保存園の別）及び代表値を付記する。

スギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツ及びカラマツにあっては当該系統の代表値を次の表

にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に軽い 軽 い ふ つ う 重 い 非常に重い

樹 種 （１） （２） （３） （４） （５）

スギ 1.4未満 1.4以上2.4未満 2.4以上 3.4 未満 3.4以上4.4未満 4.4以上

ヒノキ 1.2未満 1.2以上1.8未満 1.8以上2.4未満 2.4以上3.0未満 3.0以上

アカマツ 7.0未満 7.0以上 9.0未満 9.0以上 12.0未満 12.0以上14.0未満 14.0以上

クロマツ 11.0未満 11.0以上15.0未満 15.0以上19.0未満 19.0以上23.0未満 23.0以上

カラマツ 3.5未満 3.5以上 4.3未満 4.3以上 5.0未満 5.0以上 5.8未満 5.8以上

トドマツ及びアカエゾマツ等にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて

５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に軽い 軽 い ふ つ う 重 い 非常に重い

偏 差 （１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満



（５）葉

紅葉色

（ア）特性調査

デジタルカメラ等を用いて背景に白い幕を配置して樹冠を撮影し、得られた樹冠の画像

からLIA for Win32(山本一清、http://hp.vector.co.jp/authors/VA008416/index.html)

によって樹冠部分のRGB値(赤、緑、黄の強さ)を測定し、色相を算出する。色相はなるべ

く樹冠の広い範囲を測定できるよう留意しながら5ヶ所で測定を行い、その個体内の平均

値を計算する。なお、紅葉の早さは個体間で異なることから、測定はおおよそ1週間から1

0日おきに測定を行う。７割以上の葉が落葉した日の前の測定の際の色相を、その個体の

紅葉色とする。求められた紅葉色から系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

赤 やや赤 橙 やや黄 黄

評価基準 0.04未満 0.04以上0.06未満 0.06以上0.08未満 0.08以上0.10未満 0.10以上

（６）その他

上記以外の形質を特性調査、特性評価する場合は一般に行われている方法による。

２ 二次特性

（１）自然落枝性

ア 生枝下高

（ア）特性調査

林縁木を除く樹齢２０～３０年生程度の個体を対象とする。また、間伐時等にも調査す

る。生立木のまま地際から生枝の最下着生位置までの高さを１０ｃｍの単位で測定する。

この測定値を用いて以下の式で計算した系統内の平均値を当該系統の代表値とする。

［生枝下高の樹高に対する比］＝｛［生枝下高］／［樹高］｝×１００％

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに植え付け密度を付記する。

スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあっては当該系統の代表値を次の表にあて

はめて評価を行う。

http://hp.vector.co.jp/authors/VA008416/index.html


評 価 非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

樹 種 （１） （２） （３） （４） （５）

スギ属 25％未満 25%以上45%未満 45%以上65%未満 65%以上85%未満 85%以上

ヒノキ属 20％未満 20％以上40％未満 40%以上50%未満 50%以上70%未満 70%以上

マツ属 30％未満 30％以上50％未満 50%以上70%未満 70%以上90%未満 90%以上

カラマツ属 40％未満 40％以上50％未満 50%以上60%未満 60%以上70%未満 70%以上

モミ属、トウヒ属及び上記以外の樹種にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあ

てはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

偏 差 （１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

（２）着花性

ア 雌花着花量

（ア）特性調査

樹齢２０年～３０年程度の個体を対象とする。

花粉飛散時期に生立木の樹冠全体を目視により観察し、雌花の着生状況により表－１０

の着花性の区分に該当する指数を個体ごとに決定する。個体ごとに決定した指数を用いて

系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

表－１０ 雌花着花量の指数区分

指 数 着花性

１ 無：全く着花が認められないもの

２ 少：着花が散見される程度のもの

トドマツ、アカエゾマツ等：着花がかろうじて認められるもの

３ 中：スギ、ヒノキ：着生部位に多く着花しているもの

カラマツ、マツ類：樹冠の半分程度に着花しているもの

トドマツ、アカエゾマツ等：着花が散見される程度のもの

４ 多：ほぼ樹冠全体に着花しているもの

５ 非常に多い：樹冠全体の着花密度が高いもの



（イ）特性評価

以下のとおり評価するとともに、調査地（採種園、保存園など）を付記する。

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う｡

評 価
非常に少ない 少ない ふ つ う 多 い 非常に多い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 1.5未満 1.5以上2.5未満 2.5以上3.5 未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

イ 雄花着花量

（ア）特性調査

樹齢２０年～３０年程度の個体を対象とする。

花粉飛散時期に生立木の樹冠全体を目視により観察し、雄花の着生状況により表－１１

の５つの区分のいずれかにあてはめて該当する指数を個体ごとに決定する。個体ごとに決

定した指数を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

表－１１ 雌花着花量の指数区分

指 数 着花性

１ 無：全く着花が認められないもの

２ 少：着花が散見される程度のもの

トドマツ、アカエゾマツ等：着花がかろうじて認められるもの

３ 中：スギ、ヒノキ：着生部位に多く着花しているもの

カラマツ、マツ類：樹冠の半分程度に着花しているもの

トドマツ、アカエゾマツ等：着花が散見される程度のもの

４ 多：ほぼ樹冠全体に着花しているもの

５ 非常に多い：樹冠全体の着花密度が高いもの

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに調査地（保存園、採種園など）を付記する。

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
非常に少ない 少ない ふ つ う 多 い 非常に多い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 1.5未満 1.5以上2.5未満 2.5以上3.5 未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

ウ ＧＡ３感受性（雌）

（ア）特性調査

長さ３０ｃｍ程度の枝３本を処理する。処理した枝のそれぞれについて雌花芽の着生数

を数え、表－１２の４つの区分のいずれかにあてはめて該当する指数を枝ごとに決定する。

枝ごとに決定した指数を用いて個体内の平均値を計算し、さらに系統内の平均値を計算し

て当該系統の代表値とする。



表－１２ ＧＡ３感受性（雌）の指数区分

指 数 ＧＡ３感受性

２ 無 ：花芽が全く認められない

３ 少ない：10個未満

４ 中 ：10以上100個未満

５ 多い ：100個以上

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともにＧＡ３の処理時期、濃度を付記する。

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 ほとんど無反応 低 い 中 高 い

（２） （３） （４） （５）

区 分 2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

エ ＧＡ３感受性（雄）

（ア）特性調査

長さ３０ｃｍ程度の枝３本を処理する。処理した枝のそれぞれについて雄花芽の着生数

を数え、表－１３の４つの区分のいずれかにあてはめて該当する指数を枝ごとに決定する。

枝ごとに決定した指数を用いて個体内の平均値を計算し、さらに系統内の平均値を計算し

て当該系統の代表値とする。

表－１３ ＧＡ３感受性（雄）の指数区分

指 数 ＧＡ３感受性

２ 無 ：花芽が全く認められない

３ 少ない：10個未満

４ 中 ：10以上100個未満

５ 多い ：100個以上

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともにＧＡ３の処理時期、濃度を付記する。

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
ほとんど無反応 低 い 中 高 い

（２） （３） （４） （５）

区 分 2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上4.5未満 4.5以上



（３）種子

ア 球果当たり種子数

（ア）特性調査

採取した球果の数を数える。次に精選した種子の全量の重さを０．０１ｇ単位で測定す

る（全精選種子重量）。さらに、よく攪拌した精選種子からスギ及びヒノキにあっては約

３ｇ、アカマツにあっては約９ｇ、クロマツにあっては約１３ｇ、カラマツにあっては約

４ｇ及びその他の樹種にあっては１０００粒が得られる量の種子を取り、０．０１ｇ単位

で測定し直す（サンプル重量）。取った種子を正常な種子（以下「純正種子」という。）と

それ以外により分け、純正種子の粒数を数える（純正種子数）とともに重量を０．０１ｇ

単位で測定する（純正種子重）。以下の式で系統ごとに計算した球果当たりの種子数を当

該系統の代表値とする。

［球果当たり種子数］＝［全種子数］／［採取球果数］

ただし、［全種子数］＝［純正種子数］×｛［全精選種子重量］／［サンプル重量］｝

（イ）特性評価

スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあっては当該系統の代表値を次の表にあて

はめて評価を行う。

評 価 非常に少ない 少ない ふ つ う 多 い 非常に多い

樹 種 （１） （２） （３） （４） （５）

スギ属 15個未満 15個以上30個未満 30個以上40個未満 40個以上55個未満 55個以上

ヒノキ属 25個未満 25個以上30個未満 30個以上40個以上 40個以上45個未満 45個以上

マツ属 10個未満 10個以上25個以上 25個以上35個未満 35個以上45個未満 45個以上

カラマツ属 15個未満 15個以上35個未満 35個以上55個未満 55個以上75個未満 75個以上

モミ属、トウヒ属及び上記以外の樹種にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあ

てはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に少ない 少ない ふ つ う 多 い 非常に多い

偏 差 （１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

イ 精選歩合

（ア）特性調査

採取した完熟球果の生重量を０．０１ｇ単位で測定する。前項（球果当たりの種子数）

で測定した全精選種子重量、純正種子重量及びサンプル重量を用いて以下の式で全種子重、

を計算し、さらに系統ごとの精選率を計算し当該系統の代表値とする。



｛［精選率］＝｛［全種子重］／［完熟球果生重］｝×１００

ただし、［全種子重］＝［全精選種子重量］×｛［純正種子重量］／［サンプル重量］｝

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに測定値を付記する。

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の相対評価を行う。

［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

ウ 発芽率

（ア）特性調査

よく攪拌した純正種子から無作為に種子１００粒取り出し（３反復が望ましい）、濾紙

を２枚敷いた滅菌シャーレに並べ蒸留水で湿らせ蓋をする。さらに２日間２℃の冷蔵庫に

保管して低温湿層低温処理を行う。これを７５０～１２５０ルックスの白色蛍光灯で１日

当たり８時間日長、２５℃の恒温器内に置いて、７日目から発芽した粒数を計測し、２１

日で締め切る。ただし、締め切り日に未発芽の種子数を数え、用いた種子の粒数を確認す

る。以下の計算式で計算した値（反復を設けたときは反復の平均値）を当該系統の代表値

とする。

［発芽率］＝｛［発芽粒数］／ｎ｝×１００％

ただしｎは１反復当たりの用いた種子の粒数

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともにジベレリン処理又は自然着果の別、種子生産地（採種

園、保存園の別）及び代表値を付記する。

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満



（４）花粉

ア 発芽率

（ア）特性調査

寒天濃度１％、蔗糖濃度１０％（いずれも重量割合）、ｐＨ６の人工発芽床を用い、２

５°Ｃの恒温器内で３日間培養し、光学顕微鏡で観察する（３反復が望ましい。同一つの

検体で視野を変えることによって反復を設けてもよい）。視野内の総花粉粒数及び発芽し

た粒数を数える。次の計算式で系統ごとに求めた値（反復を設けたときは反復の平均値）

を当該系統の代表値とする。

［発芽率］＝｛［視野内の発芽した花粉粒数]／[視野内の総花粉粒数]｝×１００％

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに、ジベレリン処理又は自然着果の別、代表値を付記す

る。

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階価の相対評価を行う。

［偏差］＝［その系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

（５）ぼう芽性

ア 幹のぼう芽性

（ア）特性調査

一次枝着生部位周辺の樹幹からの芽吹きの状態を生立木のまま観察し、表－１４の４つ

の区分のいずれかにあてはめて該当する指数を個体ごとに決定する。個体ごとに決定した

指数を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

表－１４ 幹のぼう芽性の指数区分

指 数 幹のぼう芽性（芽吹きの状態）

２ 強（一次枝着生部位周辺の樹幹から多数の芽吹きがみられるもの）

３ 中（一次枝着生部位周辺の樹幹から数本の芽吹きがみられるもの）

４ 弱（一次枝着生部位周辺の樹幹から殆ど芽吹きがみられないもの）

５ 無（一次枝着生部位周辺の樹幹からまったく芽吹きがみられないもの）



（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 強 い 中程度 弱 い 殆ど無

（２） （３） （４） （５）

区 分 2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

（６）開葉時期

ア 開葉時期

（ア）特性調査

２～３日おきに観察する。１芽でも初葉（芽が開き葉の表面が観察される状態）を確認

した場合に当該個体の開葉日とする。調査対象の集団内で最も早く開葉した個体の開葉日

から調査個体の開葉日までの日数をデータとして系統内の平均を計算し、当該系統の代表

値とする。平均的な気象条件の年に調査を行うことが望ましい。

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに、調査対象の集団内で最も早く開葉した個体の開葉日

を付記する。

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に早い 早 い ふ つ う 遅 い 非常に遅い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

（７）さし木

ア さし木発根率

（ア）特性調査

発根試験を行う（３反復が望ましい。）。発根したさし穂の数を数え、以下の式で計算し

た系統ごとの値（反復を設けたときは平均値）を当該系統の代表値とする。

［発根率］＝｛［発根本数］／［さし付け本数］｝×１００%

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに、さし木の方法、時期、発根促進剤の使用の有無、薬

剤名、濃度、代表値を付記する。

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の相対評価を行う。



［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

（８）その他

上記以外の形質を特性調査、特性評価する場合は一般に行われている方法による。

３ 三次特性

（１）成長形質群

樹高、胸高直径については、原則として、植栽後２０成長期経過時までは５成長期ごとに、

その後は１０成長期ごとに調査を行い、４０成長期経過時まで測定する。また、間伐時等に

も調査する。

ア 樹高

（ア）特性調査

測竿または測高器を用いて生立木の樹高を測定する。高さ８ｍ以下は１０ｃｍ、８ｍを

越える場合は５０ｃｍ単位で測定する。測定値を用いて系統内の平均値を計算し、当該系

統の代表値とする。

（イ）特性評価

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満 -1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上 +1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

イ 胸高直径

（ア）特性調査

輪尺を用いて生立木の最大径と最小径を１ｍｍ単位で測定する。ただし、３０ｃｍ以上

のものについては１ｃｍ単位で測定し、樹高が２ｍ以下のものについては胸高直径を測定

しない。最大径と最小径の平均値を調査個体の胸高直径とする。さらに系統内の平均値を

計算し、当該系統の代表値とする。



（イ）特性評価

以下の式で計算した偏差を次の表にあてはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価
非常に細い 細 い ふ つ う 太 い 非常に太い

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

（２）材質形質群

材質形質群のうち、幹曲がりと根元曲がりについては植栽後１０成長期経過時から調査を始

め、樹高、胸高直径とともに調査する。また、間伐時等にも調査する。

ア 幹曲がり

（ア）特性調査

観察又は測定による。

観察：根張り上部から高さ４ｍまでの間の樹幹を生立木のまま目視により観察し、曲が

りの状況により表－１５の５つの区分のいずれかにあてはめて該当する指数を個体ごとに

決定する。個体ごとに決定した指数を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値

とする。

表－１５ 幹曲がりの指数区分

指 数 曲がりの程度（曲がりの状況）

１ 大 ：（採材に著しい影響を与えるような曲がりまたは重曲がある

か、矢高が直径の大きさ以上のもの。）

２ やや大：（採材に影響を与えるような曲がりがあるもの。）

３ 中 ：（採材に幾分影響するような曲がりがあるもの。）

４ 小 ：（多少の曲がりがあるが、柱材の採材に支障がないもの。）

５ 無 ：（曲がりがないもの。）

測定：矢高を測定する。矢高の胸高直径に対する比率を以下の式で個体ごとに計算した

値を用いて、系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

［矢高の胸高直径に対する比率］＝｛［矢高］／［胸高直径］｝×１００％

（イ）特性評価

代表値を観察により求めた場合は、当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。



評 価
大きい やや大きい 中程度 小さい な し

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 1.5未満 1.5以上2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

代表値を測定により求めた場合は、当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
な し 小さい 中程度 やや大きい 大きい

（５） （４） （３） （２） （１）

区 分 0％ 10％未満 10％以上20％未満 20％以上30％未満 30％以上

イ 根元曲がり

（ア）特性調査

観察又は測定による。

観察：根張り上部から高さ１．５ｍまでの間の樹幹を生立木のまま目視により観察し、

曲がりの状況を表－１６の５つの区分のいずれかにあてはめて該当する指数を個体ごとに

決定する。個体ごとに決定した指数を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値

とする。

表－１６ 根元曲がりの指数区分

指 数 曲がりの程度（曲がりの状況）

１ 大 ：（採材に著しい影響を与えるような曲がりあるもの。）

２ やや大：（採材に影響を与えるような曲がりがあるもの。）

３ 中 ：（採材に幾分影響するような曲がりがあるもの。）

４ 小 ：（多少の曲がりがあるが、柱剤の採材に支障がないもの。）

５ 無 ：（曲がりがないもの。）

測定：矢高を測定し、矢高の胸高直径に対する比率を以下の式で個体ごとに計算した値

を用いて、系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

［矢高の胸高直径に対する比率］＝｛［矢高］／［胸高直径］｝×１００％

（イ）特性評価

代表値を観察により求めた場合は、当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
大きい やや大きい 中程度 小さい な し

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 1.5未満 1.5以上2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

代表値を測定により求めた場合は、当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。



評 価
な し 小さい 中程度 やや大きい 大きい

（５） （４） （３） （２） （１）

区 分 0％ 10％未満 10％以上20％未満 20％以上30％未満 30％以上

ウ 幹の完満性（形状比）

（ア）特性調査

個体ごとに樹高と胸高直径の値を用いて以下の式で形状比を計算する。さらに系統内の

平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

［形状比］＝｛［樹高］／［胸高直径］｝

（イ）特性評価

スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあっては当該系統の代表値を次の表にあて

はめて評価を行う。

評 価 非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

樹 種 （１） （２） （３） （４） （５）

スギ属 50％未満 50％以上60％未満 60％以上75％未満 75％以上85％未満 85％以上

ヒノキ属 45％未満 45％以上60％未満 60％以上75％未満 75％以上90％未満 90％以上

マツ属 50％未満 50％以上60％未満 60％以上70％未満 70％以上80％未満 80％以上

カラマツ属 65％未満 65％以上75％未満 75％以上85％未満 85％以上95％未満 95％以上

モミ属、トウヒ属及び上記以外の樹種にあっては、以下の式で計算した偏差を次の表に

あてはめて５段階の相対評価を行う。

［偏差］＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 非常に低い 低 い ふ つ う 高 い 非常に高い

偏 差 （１） （２） （３） （４） （５）

区 分 -1.5σ未満
-1.5σ以上 -0.5σ以上 +0.5σ以上

+1.5σ以上
-0.5σ未満 +0.5σ未満 +1.5σ未満

エ 真円性

（ア）特性調査

胸高直径の短径及び長径の測定値を用い、以下の式で計算した個体ごとの真円率の値を

用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

［真円率］＝｛［胸高部最小径］／［胸高部最大径］｝×１００％



（イ）特性評価

以下によって評価を行うとともに 胸高直径及び真円性の代表値を付記する。

スギ属、ヒノキ属、マツ属及びカラマツ属にあっては当該系統の代表値を次の表にあて

はめて評価を行う。

評 価 低 い ふ つ う 高 い

樹 種 （１） （３） （５）

スギ属 93％未満 93％以上96％未満 96％以上

ヒノキ属 93％未満 93％以上96％未満 96％以上

マツ属 94％未満 94％以上96％未満 96％以上

カラマツ属 97％未満 97％以上98％未満 98％以上

モミ属、トウヒ属及び上記以外の樹種にあっては以下の式で計算した偏差を次の表にあ

てはめて３段階の相対評価を行う。

「偏差」＝［当該系統の代表値］－［評価対象集団内の系統代表値の平均値］

評 価 低 い ふ つ う 高 い

偏 差 （１） （３） （５）

区 分 -0.5σ未満 - 0.5σ以上+0.5σ未満 +0.5σ以上

オ 材色

（ア）特性調査

観察又は測定による。心材が形成されたものを対象とし、間伐時等に調査する。

観察：胸高部位の円板の心材部の材色を観察し、スギ属にあっては表－１７の５つの区

分のいずれかにあてはめて該当する指数を個体ごとに決定する。個体ごとに決定した指数

を用いて系統内の平均値を計算して当該系統の代表値とする。

表－１７ スギ属の心材色の指数区分

心材色 黒 赤黒 濃赤 赤 淡赤

指 数 １ ２ ３ ４ ５

カラマツ属にあっては、表－１８の４つの区分のいずれかにあてはめて該当する指数を

個体ごとに決定する。個体ごとに決定した指数を用いて系統内の平均値を計算して当該系

統の代表値とする。

表－１８ カラマツ属の心材色の指数区分

心材色 白茶 赤褐 褐 暗褐

指 数 ２ ３ ４ ５



測定：間伐時等に調査する。当面、スギについて行う。胸高部位の円板の心材部につい

て、色差計を用いて、円板の中心から外側に向かって８箇所の明度（Ｌ）、色相（ａ）、彩

度（ｂ）を測定する。それらの測定値を用いて個体内の平均値を計算し、さらに系統内の

平均値を計算する。L、a及びbの系統内の平均値を用いて、以下の式で計算した値（y）を

当該系統の代表値とする。

ｙ＝-9.295+0.1723L+0.0485a+0.0804b

（イ）特性評価

代表値を観察により求めた場合は、スギにあっては当該系統の代表値を次の表にあては

めて評価を行う。

評 価 黒 赤 黒 濃 赤 赤 淡 赤

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 1.5未満 1.5以上2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上4.5未満 4.5以上

カラマツ属にあっては当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
白 茶 赤 褐 褐 暗 褐

（２） （３） （４） （５）

区 分 2.5未満 2.5以上3.5未満 3.5以上 4.5未満 4.5以上

スギについて代表値を測定により求めた場合は、当該系統の代表値を次の表にあてはめ

て評価を行う。

評 価 黒 赤 黒 濃 赤 赤 淡 赤

ｙの値 １ ２ ３ ４ ５

カ ヤング係数

（ア）特性調査

スギの２５年生程度以上の個体を対象とする。タッピング法によりヤング係数を個体ご

とに測定する。個体ごとの測定値を用いて系統内の平均値を計算し、当該系統の代表値と

する。

（イ）特性評価

当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
等 外 Ｅ５０ Ｅ７０ Ｅ９０ Ｅ１１０

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 40未満 40以上60未満 60以上80未満 80以上100未満 100以上



キ 容積密度数

（ア）特性調査

トドマツの２５年生程度以上の個体を対象とする。伐採しない場合は生立木から試料を

採取する。成長錘で胸高部位北側から試料を採取し、採取した試料を外側から５年輪ごと

に年輪に沿って切断して測定用試料とする。伐採した場合は胸高部位の円板の短径方向で

髄を通る幅３０ｍｍ、厚さ２０ｍｍの試験体を作成し（欠点がある場合は、少なくとも片

側の一方に欠点を含まないように作成する。）、欠点のない片側のみについて外側から５年

輪ごとに年輪に沿ってノミ等で割り、測定用試料とする。これらの試料は辺材部から調製

したものと心材部から調製したものの２群に分け、辺材部の容積密度数、心材部の容積密

度数の測定に用いる。各試料の体積（浮力法で測定する。）、絶乾重量を１ｃｍ３及び０．

０１ｇの単位で測定し、以下の式により、各試料ごとの容積密度数を計算する。辺材部、

心材部ごとに平均値を求め、当該個体の辺材部、心材部の容積密度数とする。さらに系統

内で心材部、心材部ごとに容積密度数の平均値を計算し、当該系統の辺材部の容積密度数

及び心材部の容積密度数の代表値とする。

［容積密度数］＝［絶乾重量］／［体積］

（イ）特性評価

以下のとおり評価を行うとともに、樹齢を付記する。

当該系統の辺材部の容積密度数及び心材部の容積密度数の代表値を次の表にあてはめて

評価を行う。

評 価
非常に小さい 小さい ふつう 大きい 非常に大きい

（１） （２） （３） （４） （５）

区 分 315未満 315以上340未満 340以上365未満 365以上 390未満 390以上

ク 繊維傾斜度

（ア）特性調査

カラマツ属の２５年生程度以上のカラマツを対象とする。胸高部位から採取した１０ｃ

ｍの厚さの円板を用いて割裂法により最大傾斜度（％）と平均傾斜度（％）を測定する。

円板ごとの最大傾斜度の測定値及び平均傾斜度の測定値を用いて平均傾斜度及び最大傾斜

度の系統内のそれぞれの平均値を計算し、当該系統の代表値とする。

（イ）特性評価

以下のとおり評価するとともに樹齢を付記する。

最大傾斜度：当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価
非常に小さい 小さい ふつう 大きい 非常に大きい

（５） （４） （３） （２） （１）

区 分 5.0%以下 5.0%超7.5%未満 7.5%以上9.5%未満 9.5%以上12.0%未満 12.0%以



平均傾斜度：当該系統の代表値を次の表にあてはめて評価を行う。

評 価 非常に小さい 小さい ふつう 大きい 非常に大きい

（５） （４） （３） （２） （１）

区 分 2.5%以下 2.50%超4.5%未満 4.5%以上6..0%未満 6.0%以上8.0%未満 8.0%以上

（３）その他

上記以外の形質を特性調査、特性評価する場合は一般に行われている方法による。

附則

この要領は、平成１９年４月１日から適用する。

附則（平成２７年３月２６日 ２６森林林育第３５２号）

この要領は、平成２７年４月１日から施行する。

附則（平成２９年３月３０日 ２８森林林育第３８７号）

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。



（参考）

成体保存林木遺伝資源の特性調査と特性評価の進め方

林木育種センターが保有している林木遺伝資源の特性調査と特性評価は、遺伝資源の利用面から

の重要度の観点から作成している下記の成体保存林木遺伝資源における類別区分別の特性調査と特

性評価の優先度の目安表を参考として、効果的かつ効率的な推進に努めることとする。

なお、種子と花粉については、可能な限り、収集し保存する時点で、種子については発芽率と千

粒重を、花粉については、発芽率を調査する。

成体保存林木遺伝資源における類別区分別の特性調査と特性評価の優先度の目安表

類 別 区 分 樹 種 等 優先度

育種素材と Ⅰ スギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツ、カラマツ、ト １

して利用価 ドマツ、アカエゾマツ等の主要な林業用樹種

値の高いも 上記以外のもの ２

の

絶滅に瀕し Ⅱ－１（天然記念物） スギ、ヒノキ、ケヤキ等の主要な林業用樹種で育種 １

ている種等 素材として利用される可能性の高いもの

上記以外のもの ３

Ⅱ－２（衰退林分） スギ、ヒノキ、ケヤキ等の主要な林業用樹種で育種 １

素材として利用される可能性の高いもの

上記以外のもの ３

Ⅱ－３（巨樹・銘木） スギ、ヒノキ、ケヤキ等の主要な林業用樹種で育種 １

素材として利用される可能性の高いもの

上記以外のもの

Ⅱ－４（絶滅危惧種）

Ⅱ－５（南西諸島・小 ３

笠原諸島自生

種）

その他森林 Ⅲ

を構成する ４

多様な樹種


